
清水わき 心ふれあう 嘉島町

写
真
上
は
見
事
に
上
益
城
郡
消
防
操
法
大

会
で
優
勝
し
た
嘉
島
町
消
防
団
第
１
分
団

第
１
部
。
以
下
、
時
計
回
り
に
▽
松
前
記

念
館
と
中
郡
愛
郷
会
が
復
活
さ
せ
た
川
舟

遊
び
の
見
事
な
さ
お
さ
ば
き
▽
町
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
務
め
、
荒
木
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

ら
れ
た
リ
リ
ー
先
生
。
巧
み
な
日
本
語
も

見
事
に
駆
使（
？
）。そ
し
て
▽
水
の
郷（
さ

と
）
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
打

ち
上
げ
花
火
か
ら
２
景
。
お
見
事
！

○町の待機児童解消へ…………②
○町議会の第３回定例会………②

主な内容
○正副議長決まる………………②
○町消防団第1分団第1部が優勝③
○にぎやかに水の郷まつり④～⑤
○嘉島中吹奏楽部、初の優秀賞⑥
○満喫できた？夏休み企画……⑦

○高齢者インフルエンザ予防接種⑨
○お知らせ情報館…………⑩～⑮
○サントリー文庫ますます充実㉑
○リリー先生に感謝状…………㉑
○町童話発表大会開く…………㉑
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保
育
施
設
を
計
画

保
育
施
設
を
計
画

荒木町長

      

認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園

   

待
機
児
童 
解
消
め
ざ
す

嘉
島
町
議
会

９
月
定
例
会
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嘉
島
町
議
会
の
平
成
30
年
第
３

回
定
例
会
が
９
月
３
〜
７
日
の
５

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や

29
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
上
程

　

嘉
島
町
は
保
育
施
設
に
入
れ
な

い
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
、
新

た
に
保
育
園
と
認
定
こ
ど
も
園
を

整
備
し
、
子
育
て
し
や
す
い
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
方
針
で
す
。

11
議
案
（
条
例
２
、
予
算
７
、
そ

の
他
２
）、
決
算
７
件
を
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

３
億
３
５
６
万
７
千
円
を
追
加

補
正
し
た
30
年
度
一
般
会
計
の
総

額
は
57
億
２
１
４
１
万
円
と
な
り

ま
す
。
荒
木
町
長
の
町
政
報
告
な

ど
詳
し
く
は
次
の
「
広
報
か
し

ま
」
10
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

主
な
補
正
予
算
は
次
の
通
り
で
す
。

　

○ 

滝
河
原
下
仲
間
線
歩
道
整
備

事
業

　

○ 

埋
蔵
文
化
財
施
設
整
備
設
計

委
託
料

　

○ 

給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
基

本
構
想
業
務
委
託
料

　

○ 

熊
本
地
震
道
路
等
災
害
復
旧

事
業
費

　

こ
れ
は
９
月
定
例
町
議
会
（
９

月
３
〜
７
日
）
で
、
荒
木
町
長
が

「
平
成
32
年
度
ま
で
に
待
機
児
童

を
解
消
す
る
」
と
し
た
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
計
画
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

町
の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
町

立
幼
稚
園
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
、

保
育
園
と
連
携
す
る
認
定
こ
ど
も

園
（
定
員
１
６
０
人
）
と
し
て
い

く
一
方
、
浮
島
公
園
に
も
定
員
１

２
０
人
規
模
の
保
育
園
を
新
設
し

ま
す
。
保
育
の
運
営
事
業
者
に
関

し
て
は
今
夏
、
滝
河
原
に
開
園
し

た
町
内
四
つ
目
の
認
可
保
育
施
設

「
ニ
チ
イ
キ
ッ
ズ
か
し
ま
西
保
育

園
」
と
同
様
、
公
募
方
式
で
選
定

す
る
方
針
。

　

今
春
、
町
内
の
待
機
児
童
は
57

人
に
上
り
ま
し
た
。
今
後
も
大
規

模
な
土
地
区
画
整
理
事
業
や
相
次

ぐ
民
間
の
宅
地
開
発
に
伴
い
、
子

育
て
世
帯
の
町
内
へ
の
転
入
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
荒
木
町
長
は

　嘉島町の国史跡「井寺古墳」で今
冬にも内部調査が行われます。熊本
地震で被災した県内装飾古墳の修復
など検討するワーキンググループ
（ＷＧ）会合が８月１日、県庁で開
かれ、文化庁が本年度中の実施方針
を明らかにしました。
　積み石づくりの井寺古墳は、震災
で石の落下や石室全体のゆがみが確

認されていますが、まだ内部に立ち
入っての調査は行われていません。
　文化庁は全国の活断層近くの古墳
保護と防災へ向けた研究対象として井
寺古墳を位置付け、内部調査を行っ
た上で、全体のゆがみとともに、貴重
な装飾を保存するために必要な整備
環境を整える方法を探る方針です。

待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
、「
子

育
て
し
や
す
い
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
く
」
考
え
で
す
。

と
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
、
安

心
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
、
執
行

部
と
一
丸
と
な
っ
て
進
め
、
復
興

か
ら
新
た
な
発
展
に
力
を
尽
く
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

副
議
長
に
は
宮
本
睦
生
氏
（
48
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

木
下
徹
氏

宮
本
睦
生
氏

町議会で待機児童解消をめざしていく
考えを明らかにした荒木町長

　

嘉
島
町
議
会
は
８
月
１
日
、
第

１
回
臨
時
会
を
開
き
、
川
上
國
治

議
長
（
74
）
の
議
長
辞
職
に
伴
い
、

投
票
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
新
議

長
に
副
議
長
の
木
下
徹
氏
（
69
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

木
下
新
議
長
は
「
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
の
再
建

議
長
に
木
下
氏
、副
議
長
・
宮
本
氏

町
議
会　

第
１
回
臨
時
会

井寺古墳　内部調査へ文化庁



防
災
防
災  

テ
ー
マ
に
交
流

テ
ー
マ
に
交
流

静
岡
県
の
中
学
生
ら
と

嘉
島
中

嘉
島
中

井寺井寺、、堂々堂々のの優勝優勝
上益城郡４年ぶり消防操法大会上益城郡４年ぶり消防操法大会

地
域
防
災
強
化

上
六
嘉
で
訓
練
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上
益
城
郡
の
平
成
30
年
度
消
防

操
法
大
会
が
７
月
28
日
、
甲
佐
町

の
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
に
隣
接
す

る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
開
か
れ
、
嘉
島

町
消
防
団
の
第
１
分
団
第
１
部

（
井
寺
）
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

見
事
優
勝
、
26
年
度
大
会
に
続
き

県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
消
防
団
員
71
人
は
じ
め

郡
内
５
町
の
団
員
ら
約
３
３
０
人

が
出
動
。
大
会
会
長
で
県
消
防
協

会
郡
支
部
長
の
荒
木
町
長
が
昼
夜

を
問
わ
ず
地
域
防
災
の
第
一
線
に

立
つ
団
員
に
敬
意
を
表
し
、「
ご

自
身
、
ご
家
族
の
安
全
に
も
心
配

り
を
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
甲

佐
町
消
防
団
の
武
内
秀
二
さ
ん

（
37
）
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
各
町
代

表
11
チ
ー
ム
が
出
場
。
優
勝
し
た

井
寺
チ
ー
ム
と
共
に
健
闘
し
た
第

４
分
団
第
３
部
（
下
仲
間
）
は
規

律
正
し
い
動
き
と
的
確
な
ホ
ー
ス

さ
ば
き
な
ど
積
み
重
ね
て
き
た
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
、
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
甲
佐
、
山
都
の

両
町
の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
ポ

ン
プ
車
の
部
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
競
技
は
隔
年
実
施
。
熊
本

地
震
で
28
年
度
大
会
の
開
催
が
見

　

震
災
体
験
で
得
ら
れ
た
教
訓
を

つ
な
い
で
い
く
嘉
島
町
と
静
岡
県

の
中
学
生
防
災
学
習
交
流
会
が
８

月
21
日
、
嘉
島
中
で
開
か
れ
ま
し

た
。
静
岡
か
ら
や
っ
て
来
た
島
田

市
・
川
根
中
と
南
伊
豆
町
・
南
伊

豆
中
の
２
、
３
年
生
10
人
と
、
嘉

島
中
の
生
徒
会
や
各
ク
ラ
ス
の
代

表
ら
が
交
流
。
自
己
紹
介
や
震
災

に
関
す
る
質
問
に
「
イ
エ
ス
」
か

「
ノ
ー
」
で
応
答
す
る
防
災
学
習

な
ど
を
通
し
、
発
災
時
の
中
学
生

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
が

２
年
前
の
熊
本
地
震
の
体
験
談
な

ど
織
り
交
ぜ
た
リ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

静
岡
の
生
徒
た
ち
か
ら
避
難
所
で

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
関
す
る
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
の
一
行
は

20
〜
22
日
の
日
程
で
来
熊
。
町
役

場
で
町
の
被
害
状
況
、
避
難
所
対

応
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
町

内
の
仮
設
住
宅
を
訪
ね
た
り
、
南

阿
蘇
村
の
東
海
大
キ
ャ
ン
パ
ス
や

熊
本
城
の
震
災
現
場
も
見
学
し
た

り
し
ま
し
た
。
こ
の
「
防
災
教
育

交
流
」
は
静
岡
県
の
川
勝
平
太
知

事
の
肝
い
り
で
昨
年
、
ス
タ
ー
ト
。

嘉
島
中
の
生
徒
ら
が
静
岡
に
招
か

れ
た
ほ
か
、
昨
夏
も
静
岡
の
中
学

生
た
ち
が
来
町
し
、
嘉
島
中
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
上
六
嘉
で
７
月
24
日
、

西
日
本
を
今
夏
襲
っ
た
豪
雨
や
熊

本
地
震
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
地

域
を
守
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

昨
年
、
矢
形
川
決
壊
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
に
続
き
、
増
岡
司
区

長
が
呼
び
掛
け
、
町
東
老
人
憩
い

の
家
で
実
施
し
た
訓
練
に
は
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
民
課
職
員
が
災
害
時
、
高
齢

者
や
要
介
護
者
へ
の
対
処
法
を
説

明
、
上
益
城
消
防
署
か
ら
も
「
防

災
へ
の
関
心
と
日
ご
ろ
か
ら
の
訓

練
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
員
の
指
導
で

応
急
手
当
て
や
毛
布
を
使
っ
た
担

架
づ
く
り
な
ど
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
中
、
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
災
害
時
に
備
え
る
非
常

食
の
ア
ル
フ
ァ
ー
米
な
ど
の
試
食

も
行
い
ま
し
た
。「
い
ざ
と
い
う

時
の
心
構
え
が
で
き
た
」
と
い
う

参
加
者
の
声
に
、
増
岡
区
長
も

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
で
は
い
け

な
い
。
大
き
な
被
害
が
出
る
前
に

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
た
い
」
と

総
括
し
て
い
ま
し
た
。

合
わ
せ
ら
れ
た
た
め
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
出
場
団
員
は

次
の
通
り
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

【
第
１
分
団
第
１
部
】
中
村
祐
介
、

富
嶋
圭
介
、
甲
斐
原
和
隆
、
髙
松

英
太
朗
、
佐
伯
紀
任

【
第
４
分
団
第
３
部
】
笠
泰
将
、

藤
木
龍
也
、
吹
氣
隆
一
郎
、
髙
木

崇
大
、
松
本
勝
巳

優勝を果たした町消防団第１分団第１部（井寺）のメンバー



パフォーマンス 見応えたっぷりパフォーマンス 見応えたっぷり
ド～ンと打ち上げ花火 間近にド～ンと打ち上げ花火 間近に
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嘉島中吹奏楽部

B-fit スポーツクラブ

かしま太鼓

嘉島町消防音楽隊

水の郷まつり水の郷まつり
ピックアップピックアップ



嘉島の夏 輝く
イオンモール熊本　屋上で初開催

「

の
郷
ま
つ
り
」今
夏
も
に
ぎ
わ
う

キ キ
キラ ラ
ラリ

広報かしま 2018.9
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嘉
島
町
の
夏
を
彩
る
「
か
し
ま
水
の
郷さ
と

ま
つ
り
２
０
１
８
」
が
８
月
４
日
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
月

に
増
床
さ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
」
屋
上
駐
車
場
に

特
設
ス
テ
ー
ジ
を
移
し
て
初
開
催
。

　

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
長
の
荒
木
町

長
が
開
幕
宣
言
を
行
い
、
在
熊
の
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
際
田
ま
み
さ
ん

が
作
詞
・
作
曲
し
た
町
の
歌
（
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
）「
輝
く
ま
ち
で
」
を
自
ら
初
披

露
す
る
な
ど
今
夏
の
ス
テ
ー
ジ
テ
ー
マ

「
輝
き
」
に
ち
な
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
〝
熱
狂
的
〞
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
支
持
さ

れ
た
お
掃
除
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
熊
本
ク

リ
ア
ー
ズ
、
山
鹿
灯
籠
踊
り
の
ゲ
ス
ト
陣
、

お
な
じ
み
「
か
し
ま
太
鼓
」
に
町
消
防
音

楽
隊
、
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
水
春
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

と
い
っ
た
地
元
勢
も
思
い
思
い
に
「
輝

き
」
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。

　

呼
び
物
の
打
ち
上
げ
花
火
も
、
約
３
千

発
の
光
の
「
輝
き
」
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
夏

の
夜
空
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
会
場
で
、
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち

が
呼
び
掛
け
た
西
日
本
豪
雨
の
被
災
地
救

援
募
金
に
は
11
万
５
３
２
７
円
が
寄
せ
ら

れ
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
預
託
。
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
に
よ
り
ま
す
と
、
来
場
者

は
約
１
万
人
に
上
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

際田　まみさん

熊本クリアーズ 山鹿灯籠踊り保存会

町の歌「輝くまちで」を初披露

サポーターの声援に応えるようにジャンプ しっとりとした「輝き」でステージを彩る
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嘉
島
中
吹
奏
楽
部
は
７
月
開
か

れ
た
第
62
回
熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
（
県
立
劇
場
）
で
見
事
に

４
年
連
続
の
金
賞
に
輝
き
、
初
の

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

部
員
数
26
人
（
３
年
９
人
、
２

年
10
人
、
１
年
７
人
）
の
嘉
島
中

は
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
Ｂ
パ
ー

ト
（
少
人
数
編
成
）
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
課
題
曲
「
輝
け
る
夏
の

日
へ
」
と
自
由
曲
「
天
空
の
騎
士

〜
吹
奏
楽
の
た
め
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」
で
臨
み
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
支
え
て
い
た
だ
く
皆
さ

ん
に
「
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
る

演
奏
を
し
よ
う
」
と
部
員
一
丸
の

ス
テ
ー
ジ
で
金
賞
を
獲
得
し
た

上
、
南
九
州
大
会
出
場
を
か
け
た

代
表
選
考
会
に
も
初
め
て
駒
を
進

め
ま
し
た
が
、
一
歩
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
顧
問
の
松
山
吏
加
教
諭

は
「
今
年
は
暑
さ
と
闘
い
な
が
ら

の
練
習
で
し
た
が
、
３
年
生
を
中

心
に
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
の
生
徒
ら
の
学
習
を
支

援
す
る
平
成
30
年
度
「
地
域
未
来

塾
」
の
開
塾
式
が
８
月
２
日
、
開

か
れ
、
年
明
け
の
高
校
受
験
へ
向

け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

同
塾
は
、
町
教
委
が
地
域
を

担
っ
て
い
く
町
内
の
中
学
３
年
生

を
対
象
に
昨
年
度
に
引
き
続
き
開

く
も
の
で
す
。
開
塾
日
は
夏
休
み

と
冬
休
み
、
そ
れ
に
学
校
が
休
み

と
な
る
土
曜
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
塾
生
は
22
人
。
開
塾

　

嘉
島
町
内
の
小
中
学
生
が
夏
休

み
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介

護
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、
入

所
・
利
用
者
ら
と
交
流
を
図
っ
た

り
す
る
介
護
体
験
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
掛

け
で
８
月
６
日
、
嘉
島
中
の
１
〜

３
年
の
各
ク
ラ
ス
代
表
９
人
が
北

甘
木
の
「
康
寿
苑
」
を
訪
問
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
一
緒
に

健
康
体
操
や
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
ほ
か
、
車
い
す
が
欠
か
せ

な
い
介
護
現
場
を
実
体
験
。

　

嘉
島
西
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
の
５
、
６
年
生
14
人
は
同
３
日
、

高
田
の
「
悠
優
か
し
ま
」
で
車
い

す
の
操
作
・
介
助
、
リ
フ
ト
機
能

を
備
え
た
車
両
の
利
用
、
さ
ら
に

は
誤
飲
防
止
の
「
ス
ル
ー
キ
ン

グ
」（
飲
み
物
に
と
ろ
み
を
つ
け

る
）
な
ど
体
験
学
習
。
ま
た
施
設

の
入
所
・
利
用
者
ら
と
昼
食
を
共

に
し
て
交
歓
し
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
髙
野
隆
教
育
長
が
「
そ
れ

ぞ
れ
目
標
へ
向
か
っ
て
努
力
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
塾
生
ら
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
３
教
科
（
国
語
、

数
学
、
英
語
）
の
指
導
に
当
た
る

教
員
Ｏ
Ｂ
ら
と
対
面
す
る
と
早
速
、

１
時
限
目
の
授
業
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

写真上は康寿苑でボランティア活
動に取り組む嘉島中の生徒たち。
嘉島西小の児童たちは悠優かしま
で車いす体験も（写真下）

県コンクール４年連続県コンクール４年連続「「金賞金賞」」
初初のの優秀賞優秀賞射止める射止める

嘉
島
中
３
年
生

「
地
域
未
来
塾
」

そ
ろ
っ
て
開
塾
式

介
護
を
体
験
学
習

町
内
小
中
学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

初の優秀賞に輝いた嘉島中吹奏楽部

嘉
島
中
吹
奏
楽
部 

快
挙
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嘉
島
町
内
の
小
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
自
己
記
録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

町
学
童
水
泳
記
録
会
が
７
月
25
日
、

嘉
島
西
小
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
＝
写
真
上
左
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
の
５
、
６

年
生
約
２
０
０
人
が
出
場
。
町
小

体
連
会
長
の
信
國
満
徳
・
西
小
校

長
や
髙
野
隆
町
教
育
長
の
激
励
を

受
け
、
東
小
６
年
の
鍬
取
春
花
さ

ん
が
選
手
宣
誓
。
競
技
に
入
る
と
、

児
童
た
ち
は
自
分
の
出
場
種
目
で

自
身
こ
れ
ま
で
に
マ
ー
ク
し
た
タ

イ
ム
更
新
を
め
ざ
し
て
力
泳
、
猛

暑
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
水
し
ぶ

き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
会
記
録
の
更
新
は
次

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）
◇
５

年
男
子
▽
25
㍍
自
由
形　

山
本
隼

平
（
西
小
）
18
秒
５
▽
百
㍍
リ

レ
ー　

西
小
（
山
本
隼
平
、
松
本

侑
己
、
髙
本
哉
、
藤
原
琉
誠
）
１

分
17
秒
２
◇
６
年
女
子
▽
50
㍍
平

泳
ぎ　

上
田
彩
葉（
西
小
）53
秒
９

　

嘉
島
西
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
お
お
く
す
」
の
交
通
安
全
教
室

が
７
月
23
日
、
同
小
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
約
70
人
は
、
県

警
ひ
ま
わ
り
隊
の
指
導
で
、
３
次

元
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
歩
行
環
境
シ
ミ
ュ

　
「
川
舟
に
乗
っ
て
遊
ぼ
う
」
と

銘
打
っ
た
夏
休
み
お
楽
し
み
企
画

が
８
月
５
日
、
嘉
島
町
の
旧
矢
形

川
で
催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
上
右
。

東
海
大
「
松
前
重
義
記
念
館
」
が

上
六
嘉
の
地
域
お
こ
し
団
体
「
中

郡
愛
郷
会
」（
中
林
義
昌
会
長
）

と
連
携
し
て
３
年
ぶ
り
に
実
施
。

　

町
内
外
の
小
学
生
ら
約
40
人

　

は
昔
な
が
ら
の
川
舟
３
隻
に

分
乗
。
船
頭
役
の
愛
郷
会
員

ら
が
長
さ
６
㍍
余
り
の
竹
ざ

お
を
操
り
な
が
ら
笈
の
瀬
橋

か
ら
旧
矢
形
川
に
こ
ぎ
出
し
、

天
然
プ
ー
ル
ま
で
約
１
㌔
の

区
間
を
行
き
来
。
途
中
、
湧

水
ポ
イ
ン
ト
や
川
の
生
き
物

探
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、

水
草
な
ど
川
べ
り
を
観
察
し

た
り
。
涼
風
が
川
面
を
渡
る

中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
か
き

氷
や
ス
イ
カ
の
振
る
舞
い
に

笑
顔
。
愛
郷
会
員
ら
の
手
作

り
水
鉄
砲
で
早
速
、
放
水
合

戦
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

し
た
。

レ
ー
タ
ー
「
わ
た
り
ジ
ョ
ー
ズ

君
」
＝
写
真
＝
を
体
験
し
、
横
断

歩
道
を
渡
る
際
の
注
意
点
、
危
険

な
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
習
。
し
っ

か
り
左
右
の
安
全
確
認
を
し
、
大

き
く
手
を
挙
げ
る
こ
と
な
ど
再
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

 

旧
矢
形
川
で
川
舟
遊
び

 

町
学
童
水
泳
記
録
会

水
の
郷
な
ら
で
は
川
面
に
涼
風

水
し
ぶ
き
に
歓
声

道
路
横
断
の
イ
ロハ

満喫!!嘉島の夏休み

定番続 と々
伝統復活も伝統復活も

　夏休み恒例の松前重義記念館「昆
虫採集と標本の作り方」特別教室が
７月 28 日、嘉島町の同記念館など
で開かれました。
　町内外から小学生や幼稚・保育園
児らの親子連れ約 100 人が参加。東
海大農学部の村田浩平教授から昆虫
についての講話を聴き、近くの上島
四所神社で虫取り。子どもたちは保

護者らと一緒にカブトムシやクマゼ
ミなどを次々に捕まえました。
　村田教授や学生スタッフらの指導
で早速、標本作りにもチャレンジし
たほか、お楽しみ昆虫クイズ大会で
は大学側が準備したクワガタなどが
正解者にプレゼントされ、歓声が上
がっていました。

松前記念館で特別教室昆虫採取

 

お
お
く
す
交
通
教
室
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嘉
島
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル

九
州
熊
本
工
場
で
７
月
30
日
、
熊

本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町
の
少

年
球
児
ら
を
招
待
し
た
プ
ロ
野
球

Ｏ
Ｂ
戦
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
２
０

１
８
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
震
災
復
興
支

援
「
水
の
国
く
ま
も
と
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
昨
夏
に
続

き
今
夏
も
、
町
内
は
じ
め
被
災
地

の
少
年
球
児
と
保
護
者
約
１
６
０

人
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　
〝
夢
の
球
宴
〞
の
実
況
中
継
が

工
場
内
の
特
設
会
場
に
持
ち
込
ま

れ
た
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
（
１
８
３

㌅
）
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
拍
手

が
起
こ
り
、
往
年
の
名
プ
レ
ー

　

嘉
島
町
の
高
田
み
ん
な
の
広
場

で
７
月
29
日
、
緑
川
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
官
民
一
体

の
「
緑
川
流
域
会
議
」
が
今
春
、

旗
揚
げ
し
、
初
め
て
企
画
し
た
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

嘉
島
町
の
農
事
組
合
法
人
「
か

し
ま
広
域
農
場
」
は
８
月
11
日
、

町
民
会
館
で
通
常
総
会
を
開
き
、

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支

計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

工
藤
健
一
組
合
長
が
コ
メ
、
麦
、

大
豆
の
３
作
物
の
集
団
的
土
地
利

用
（
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
）
で
農
家
所
得
を
確
保
し
て
い

く
基
本
姿
勢
を
示
し
、
荒
木
町
長

も
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
厳

し
い
農
業
環
境
に
対
し
て
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く
方
針
を
表
明
。

　

30
年
度
の
作
付
面
積
は
７
５
２

㌶
。
コ
メ
の
作
付
け
が
１
８
４
㌶

に
前
年
度
か
ら
２
割
減
っ
た

の
に
対
し
、
大
豆
は
逆
に
２

割
増
え
て
２
２
５
㌶
と
逆
転
。

麦
は
３
４
３
㌶
。
組
合
員
数

は
変
わ
ら
ず
３
９
１
人
で
す
。

な
お
、
役
員
改
選
に
伴
っ
て

互
選
さ
れ
た
正
副
組
合
長
は
次
の

通
り
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

組
合
長　

工
藤
健
一
▽
副
組
合

長　

中
冨
嘉
紀
、
石
坂
道
春
、
中

山
猛

　
「
緑
川
フ
ェ
ス
タ　

あ
そ
ぼ
う

さ
い
（
遊
＋
防
災
）」
と
銘
打
ち
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
水
上
ス
キ
ー
で
緑

川
を
遊
覧
し
た
り
、
遊
び
な
が
ら

防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
。
国
土

交
通
省
の
豪
雨
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
１
９
８
２
年
７
月
の
長
崎
大
水

害
で
記
録
し
た
時
間
雨
量
１
８
０

㍉
の
降
雨
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

緑
川
の
「
環
境
、
地
域
連
携
、

防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
流
域
サ

ミ
ッ
ト
の
ほ
か
、
平
成
音
楽
大
や

熊
本
工
高
吹
奏
楽
部
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
、
流
域
自
治
体
の
特
産

な
ど
集
め
た
「
う
ま
い
も
の
市
」

も
店
開
き
し
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ー
た
ち
が
東
京
ド
ー
ム
で
繰
り

広
げ
る
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
の

た
び
に
会
場
は
歓
声
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
元
オ
リ
ッ
ク
ス
の
パ

ン
チ
佐
藤
さ
ん
が
今
夏
も
特
別
ゲ

ス
ト
で
駆
け
つ
け
、
軽
妙
な
ト
ー

ク
で
会
場
の
盛
り
上
げ
に
一
役

買
っ
て
い
ま
し
た
。

か
し
ま
広
域
農
場
総
会
で
農
業

支
援
の
考
え
を
表
明
し
た
荒
木

町
長

１
時
間
雨
量
１
８
０
㍉
の
豪
雨
体
験
に
驚
き
の
声
も

大
豆
作
付
け

コ
メ
上
回
る

か
し
ま
広
域
農
場

元プロ野球選手のパンチ佐藤さんも駆けつけたサントリー
九州熊本工場のパブリックビューイング

プロ野球OB戦 プロ野球OB戦 中継中継

豪雨体験も豪雨体験も

サントリー、町内球児ら招くサントリー、町内球児ら招く

遊んで学ぶ遊んで学ぶ
緑川フェスタ

高田高田
広場広場
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※インフルエンザ予防接種委託医療機関

医療機関名 住　所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島 2491 237－0003

たなか内科眼科 鯰 1898－３ 235－7235

香田整形外科 北甘木 2018 237－2811

よしむら内科・循環器科 上島 2299－１ 235－7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834－１ 237－4133

西村病院 北甘木 2083 237－1551

大串内科 鯰 2778 234－7873

　インフルエンザは空気中のインフルエンザウイルスを吸い込むことにより発病し、鼻水、くしゃみ、
咳（せき）などの風邪の症状だけでなく高熱や頭痛、関節痛などを起こす全身感染症です。ひどくなる
と肺炎や脳炎を併発して重症化、死亡する例も多くなっています。
　インフルエンザ予防のためには体力をつけておく、うがい・手洗いをするなどの予防対策と予防接種
を受けておくことが大切です。
　予防接種は以下の要件に該当される方は町の一部助成で接種できますのでお知らせします。

１．対象者（予防接種法で定める者）

＜風邪との違い＞
　普通の風邪は、症状としてはのどが痛む、鼻がム
ズムズする、鼻水が出る、くしゃみ、咳が中心で全
身症状はあまりみられません。発熱もインフルエン
ザほど高くなく、重症化することはめったにありま
せん。一方、インフルエンザにかかると 39 度以上の
発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状が強く、
あわせてのどの痛み、鼻水などの症状もみられます。
さらに、気管支炎、肺炎などを併発し重症化するこ
とが多いのもインフルエンザの特徴です。また、イ
ンフルエンザは流行が爆発的に始まり、短期間に乳
幼児から高齢者まで多くの人を巻き込むという点で
普通の風邪とははっきり区別されます。

＜かからないためには＞
　インフルエンザが流行してきたら、人混みを避け
ましょう。特に、高齢者や慢性疾患を持っている人
は人混みや繁華街への外出を控えましょう。疲れて
いるときや睡眠不足のときに外出すると、インフル
エンザに非常に感染しやすくなります。インフルエ
ンザウイルスは湿気に弱いので、室内では加湿器な
どを使って適度の湿度を保ちましょう。常日頃から
バランスよく栄養をとることも大切です。また、外
出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは、風邪の
予防とあわせてお勧めします。

＊詳細については
役場町民課　☎ 237-2574（直通）まで

 
 

高齢者のインフルエンザ予防接種助成

１）65 歳以上の嘉島町に住民票を有する方
２）60 歳以上 65 歳未満の嘉島町に住民票を有す
る方のうち、心臓・じん臓・呼吸器の機能ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害があるとして厚生労働省令で定める方
（医師の証明または身体障害者手帳 1級所持
者）

　　※年齢については、接種時点での年齢とする。

２．インフルエンザ予防接種の受け方
１）右記の医療機関に電話で予防接種の予約をす
る。

２）医療機関から指定された日に予防接種を受け
に行く。

　※年齢、住所が確認できる書類（保険証など）
を持参してください。

３）医療機関に直接代金を支払う。
４）接種後は、「予防接種済証」を受け取る。　
※済証は、大切に保管してください。

個人負担金   （１回　2,000 円）

３．実施期間

１0月1日（月）～12月31日（月）

４．注意事項
１）ワクチンに卵が含まれますので、卵アレル
ギーのある方は医師にご相談ください。

２）予防接種には、副反応としていろいろな反応
が出ることがありますので、受診中の方は主
治医と相談してから受けてください。

３）予診票は指定医療機関に備え付けてあります
が、記入の際は説明を十分読んで理解の上、
受けてください。

４） 予防接種の回数は、１回 です。
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ご
注
意
く
だ
さ
い

熊
本
地
震
で
倒
壊
な
ど
し
た
建

物
の
職
権
に
よ
る
取
り
壊
し

登
記
作
業
に
つ
い
て

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
平
成
28
年
熊

本
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
な
ど
し
た
建
物

に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
建
物

取
り
壊
し
の
登
記
申
請
の
負
担
軽
減
を

江
津
湖
花
火
大
会
２
０
１
８

　

熊
本
市
の
江
津
湖
花
火
大
会
当
日
の

９
月
29
日
、
会
場
周
辺
で
交
通
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
花
火
会
場
周
辺
へ
お

越
し
の
際
は
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控

え
、
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
、
市
電
な
ど
公
共
の

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
花
火

会
場
ま
で
は
、
熊
本
市
内
各
地
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
ほ
か
、
会

場
周
辺
に
専
用
駐
輪
場
を
設
け
ま
す
の

で
、
自
転
車
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま

す
。
当
日
の
交
通
規
制
や
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
江
津

湖
花
火
２
０
１
８
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

江
津
湖
花
火
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
熊
本
市
イ
ベ
ン
ト
推
進
課
）

☎
３
２
８－

２
９
４
８

公
平
な
採
用
選
考

推
進
協
議
会
か
ら

　

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自

由
を
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
し
て
い
ま
す
。
従

業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
本
籍
、
出

身
地
、
家
族
の
職
業
、
資
産
、
思
想
・

信
条
な
ど
を
聞
い
た
り
書
か
せ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適
性
と
能

力
に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選

考
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

図
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
速
や
か
な

復
興
の
た
め
、
県
内
の
被
災
地
域
に
お

い
て
所
有
者
の
申
請
に
よ
ら
ず
に
登
記

官
の
職
権
で
建
物
取
り
壊
し
の
登
記

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
取
り
壊

し
の
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な
い
建
物
が

残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
登
記
さ
れ
て
い
る

建
物
で
、
建
物
の
全
部
が
公
費
解
体
な

ど
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
取
り
壊
し
の
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
12
月
28
日
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
職
権
に
よ
る
取
り
壊
し
の
登
記
の
対

象
と
な
ら
な
い
建
物

　

震
災
に
よ
り
倒
壊
な
ど
し
た
建
物
で

は
あ
る
が
、

①　

建
物
の
破
損
・
解
体
が
一
部
分
で

あ
る
場
合

②　

一
つ
の
登
記
記
録
に
２
棟
以
上
の

建
物
（
例
・
居
宅
と
物
置
な
ど
）
が
存

在
し
、
そ
の
全
て
の
建
物
が
解
体
な
ど

さ
れ
て
い
な
い
場
合

―
で
す
。

　

熊
本
地
方
法
務
局
復
興
事
業
対
策
室

☎
３
６
４－

２
２
２
１

　

※
平
日
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
15
分　
　↑

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

９ 月 の 納 税 等 10 月の納税等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………③  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　10月１日（月）

町県民税…………………③  期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　10月31日（水）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

9月 26日
10月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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要
で
す
。
ま
た
、
戸
籍
謄
本
の
提
出

お
よ
び
身
元
調
査
は
、
就
職
差
別
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
行
わ
な
い
よ
う
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
規
学
校
卒

業
者
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
企
業
な

ど
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、

中
学
卒
業
生
は
「
職
業
相
談
票
（
乙
）」、

高
校
卒
業
生
は
「
全
国
高
等
学
校
統
一

応
募
書
類
」
を
使
用
し
、
大
学
卒
業
生

な
ど
に
は
「
新
規
大
学
等
卒
業
予
定
者

用
標
準
的
事
項
の
参
考
例
」
に
基
づ

い
た
も
の
、
ま
た
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

の
様
式
例
に
基
づ
い
た
履
歴
書
」
の
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
規
学
校
卒
業

者
以
外
の
、
一
般
の
採
用
選
考
に
お

い
て
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に
基

づ
い
た
履
歴
書
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
公
正
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、
就

職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、
県

民
す
べ
て
の
課
題
で
す
。
各
機
関
、
団

体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
正

ご
存
じ
で
す
か

？

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

発
行
し
ま
す

　

嘉
島
町
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
、

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
協
定
に

よ
り
「
嘉
島
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

共
同
し
て
作
製
し
、
発
行
し
ま
す
。

　
「
嘉
島
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、

町
の
各
種
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
、
施
設

案
内
、
嘉
島
の
魅
力
や
地
域
の
話
題
な

ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
分
か
り
や

す
く
掲
載
し
た
総
合
行
政
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
す
。
12
月
末
に
完
成
予
定
で
、
各

世
帯
に
加
え
、
転
入
さ
れ
た
方
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。

な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

☎
２
８
２－

０
０
７
７

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
考
え
る
こ
と

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
動
物
の
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世

話
や
し
つ
け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で
き

る
か
、
経
済
的
負
担
や
家
庭
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
育
が
で
き
る
か
な
ど
の
点
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
３
３
３－

２
２
４
８

↑

【
12
面
に
続
く
】

消費税軽減税率制度説明会の開催
　事業者の方を対象にして、消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。多くの事業者に
関係のある制度ですので、ぜひ、お越しください。
◎消費税の軽減税率制度は、平成 31 年 10 月 1 日から消費税率の 10％への引き上げと同時に実施
されます。
◎軽減対象品目の取り扱いがある消費税の課税事業者の方だけでなく、例えば会議費や交際費とし
て飲食料品などを購入する事業者の方や消費税の免税事業者の方も、取扱商品の適用税率の確認や
適用税率ごとの区分経理など、制度の実施に向けた準備が必要となります。

※会場の席数に限りがありますので、参加の際は事前にお申し込み願います。
※ 税務署にご連絡の際は税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声案内に従って「２」を
選択してください。
※ 会場の駐車場には限りがありますので、乗り合わせ、もしくは公共交通機関のご利用をお願いし
ます。

期　日 時　間 会　場 定　員 申し込み

10 月４日（木） ① 10：00 ～ 12：00② 13：30 ～ 15：30 上益城郡嘉島町上島
530 番地
嘉島町役場
2階大会議室

各回
50 人

９月 27 日午後５時までに
電話で
熊本東税務署総務課へ
☎ 369-556610 月５日（金） ① 10：00 ～ 12：00② 13：30 ～ 15：30
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役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

　

県
行
政
書
士
会
は
毎
年
10
月
を
「
行

政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
も

次
の
通
り
無
料
相
談
会
や
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開

発
・
農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登

録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
な
ど

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に
関

す
る
こ
と

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
相
談
電
話
☎
３
８
５－

７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
17
日
（
水
）・
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・ 

会
場　

鶴
屋
本
館
７
階
レ
ス
ト
ス

ペ
ー
ス　

※
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
市
民
公
開
講
座

・
日
時　

 

10
月
13
日
（
土
）
13
時
受
け

付
け
、
13
時
半
開
講

・
会
場　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
内
容　

　

第
１
部　

公
証
人
の
講
演

　

第
２
部　
 

タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩
一
氏

の
講
演
な
ど

　
　

県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０

屋
外
広
告
物
の

設
置
許
可
に
つ
い
て

　

店
舗
な
ど
の
所
在
を
知
ら
せ
る
た
め

や
宣
伝
の
た
め
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、

の
ぼ
り
、
広
告
塔
、
屋
上
広
告
、
壁
面

広
告
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る

場
合
は
、
自
己
の
土
地
、
建
物
な
ど
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事
前
に
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ご
と
に
、
広
告
物
の
種

類
や
表
示
で
き
る
面
積
、
広
告
物
の
設

置
が
禁
止
さ
れ
る
物
件
な
ど
の
基
準
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
に
際
し
て
は

「
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
」「
ま
わ
り
の
景
観
へ
の
影

響
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
」「
老
朽

化
や
破
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
」
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　
（
維
持
管
理
調
整
課
）

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

１
１
０
９

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

10
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

ｊ
ｏ
ｂ　
ｎ
ａ
ｖ
ｉ　

２
０
１
８

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会

　

新
卒
者
な
ど
の
就
職
支
援
と
県
内
企

業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に
「
ｊ

ｏ
ｂ　

ｎ
ａ
ｖ
ｉ　

２
０
１
８ 

学
生

等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会
」
を
熊
本
労

働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
熊
本
県
、
熊

本
市
な
ど
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時
半

※ 

午
前
・
午
後
の
入
れ
替
え
制
で
実
施
。

学
生
は
入
退
場
自
由
。

○
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央

区
手
取
本
町
）

○
参
加
企
業　

県
内
事
業
所
合
計
70
社

程
度
。
参
加
事
業
所
は
９
月
下
旬
に
熊

本
労
働
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表
。

○
参
加
対
象
者　

大
学
（
院
）・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
を
来
春
卒
業
予
定
の
方

お
よ
び
卒
業
後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の

方※ 

事
前
申
し
込
み
不
要
。
面
接
希
望
の

方
は
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

☎
２
１
１－

１
７
０
７

仕
事
探
し
お
手
伝
い

　

熊
本
県
は
上
益
城
地
域
振
興
局
１
階

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑

水質検査日程

10 月 ３ 日
10月 17日

詳細は嘉島町ホームページまたは
広報かしま８月号をご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）
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に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

参
加
し
ま
せ
ん
か

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
生
徒

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
で
は
、

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
を
講
師
と
し
て

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」
を
試
行
的
短
期

教
室
と
し
て
、
次
の
内
容
で
開
催
し
ま

す
。

　

初
め
て
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
で
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
事
務

局
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

○
教
室
名　

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

○
場　

所　

町
民
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

○
日　

程　

毎
月
１
回
、
基
本
第
３
火

曜
日
（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
第
１
回　

11
月
20
日　
　

・
第
２
回　

12
月
18
日

・
第
３
回　

２
０
１
９
年
１
月
22
日

・
第
４
回　

２
月
19
日

・
第
５
回　

３
月
19
日

○
時　

間　

19
時
半
〜
20
時
半

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
参
加
費　

試
行
的
短
期
教
室
の
た
め

年
会
費
な
し
（
参
加
費
と
し
て
１
回
５

０
０
円
）

○
募
集
人
員　

30
人
程
度

　

申
込
締
め
切
り
は
本
年
10
月
31
日
。

　
　

町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練

《
簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
会
計
科
（
熊
本
校
）》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

事
務
職
で
求
め
ら
れ
る
簿
記

実
務
に
関
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
な
ど

○
利
用
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－

１
０
１
３

↑

【
14
面
に
続
く
】

嘉島町の健康づくりについてご意見をお聞かせください
　～「嘉島町健康増進計画・食育推進計画・自殺対策行動計画」策定への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケート調査ご協力のお願い～

　町民の皆さまにおかれましては、日頃から町政にご理解とご協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。
　嘉島町では、本年度、町民の皆さまの心身の健康づくりをより一層推進するた
め、「嘉島町健康増進計画・食育推進計画・自殺対策行動計画」を策定いたします。
　つきましては、アンケートの実施により、町民の皆さまのお考えや意識などの
実態を把握するとともに、ご意見を広くお聴きし、計画策定に反映したいと考え
ております。　
　８月下旬に、町内在住の高校３年生全員、および 18 歳以上の方 800 人を無作
為に抽出し、アンケート調査票を送付させていただいております。ご回答いただ
いた内容は、すべて統計的に処理いたしますので、アンケートの過程や公表に当
たり、ご迷惑になるようなことは一切ございません。思いのままをお答えいただ
きますようお願い申し上げます。
　お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき、ご協力く
ださいますようお願い申し上げます。

　詳細は役場町民課保健係☎ 237-2574。
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技
術
を
習
得
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

〜
10
月
31
日
（
水
）

○
訓
練
期
間　

12
月
４
日
（
火
）
〜

　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
８
８
５
６
円

　
（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－
５

　

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル

　
　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談
週
間

　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）

ま
で
、
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
次
の
通
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
ご
意

見
、
要
望
、
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
17
日
（
水
）
13
時
〜
15
時

○
場
所　

役
場
２
階
大
会
議
室
（
南
）

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

増
岡
司
さ
ん

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

親
族
後
見
人
向
け

活
動
支
援
講
座
＆
個
別
相
談
会

　
「
当
初
の
試
算
よ
り
も
出
費
が
か
さ

ん
で
き
た
…
」「
家
庭
裁
判
所
に
提
出

す
る
書
類
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
」

な
ど
現
に
悩
み
事
を
抱
え
た
方
々
や
将

来
に
不
安
を
覚
え
る
方
々
を
対
象
に
、

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
講
座
お
よ
び

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。
講
座
終
了
後
に
は
、
個
別
無

料
相
談
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

受
け
付
け
開
始
12
時
30
分

・ 

成
年
後
見
制
度
の
お
さ
ら
い
、
家
庭

裁
判
所
へ
の
報
告
書
作
成
な
ど
の
実

践
的
講
座
お
よ
び
事
例
検
討　

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

・
個
別
無
料
相
談
会　

　
　
　
　

15
時
15
分
〜
16
時

○
会
場　

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ

６
階　

Ａ
・
Ｂ
会
議
室

○
定
員　

90
人
（
先
着
順
）

　
　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

　
　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

☎
３
６
４－

２
８
８
９

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・
遺
言
、

不
動
産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に

関
す
る
事
項
な
ど
）
に
法
務
局
職
員
、

公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
の
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

　

10
月
７
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

○
会
場　

熊
本
地
方
法
務
局　

４
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
大
江　

熊
本
第

二
合
同
庁
舎
内
）

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
土
地
・
建
物
な
ど
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

11
月
８
日
（
木
）

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑

休日当番医

９月16日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３

９月17日（月・祝）よしむら内科・循環器科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７７７３

９月23日（日・祝）からしま小児科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－６３３３

９月24日（月・振り替え）田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８１－１１１２

９月30日（日）たなか内科眼科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７２３５

10月７日（日）みふね眼科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３７１１

10月８日（月・祝）山地外科胃腸科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－０００３

10月14日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０
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近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
通
称
ス

マ
ホ
）
の
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
ア
プ
リ

で
支
払
い
を
行
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

万
が
一
、
ス
マ
ホ
を
紛
失
す
る
と
ス
マ

ホ
の
中
の
情
報
が
流
出
す
る
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ホ
を
勝
手
に
使
用
さ
れ
た
り
、

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
を
不
正
に
利
用
さ
れ

た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
紛
失
や

盗
難
に
遭
っ
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
て

事
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
備
え
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
ロ
ッ
ク
機
能
を
有
効
に
〉

　

ス
マ
ホ
の
情
報
を
の
ぞ
か
れ
、
悪
用

さ
れ
る
リ
ス
ク
を
考
え
、
普
段
か
ら
暗

証
番
号
な
ど
で
端
末
の
利
用
を
ロ
ッ
ク

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
電
子
マ

ネ
ー
ア
プ
リ
の
ロ
ッ
ク
機
能
を
確
認
し
、

設
定
を
有
効
に
し
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

〈
紛
失
・
盗
難
の
際
に
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
確
認
〉

　

携
帯
電
話
会
社
な
ど
で
は
、
紛
失
・

盗
難
時
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
端
末
の

遠
隔
ロ
ッ
ク
や
位
置
情
報
検
索
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
活
用
〉

　

携
帯
電
話
機
の
紛
失
、
水
没
、
故
障

な
ど
で
デ
ー
タ
が
消
失
し
た
場
合
、
消

失
し
た
デ
ー
タ
は
ほ
ぼ
元
に
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
万
が
一
に
備
え
、
定

期
的
に
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
法
は
、
ご
使
用
の
ス

マ
ホ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

確
認
が
必
要
で
す
。

★
も
し
も
ス
マ
ホ
を
紛
失
し
た
ら
★

①
ス
マ
ホ
を
探
す

・
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る

・
紛
失
し
た
可
能
性
の
あ
る
場
所
に

問
い
合
わ
せ
る

②
回
線
を
止
め
る

・
ス
マ
ホ
を
遠
隔
ロ
ッ
ク
す
る

・
携
帯
電
話
会
社
に
通
信
回
線
利
用

停
止
を
連
絡
す
る

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
機
能
付
き
ス
マ
ホ
は

電
子
マ
ネ
ー
事
業
者
な
ど
に
も
連
絡

③
警
察
に
届
け
出
る

・
管
轄
の
警
察
署
や
交
番
に
遺
失
届

を
提
出
す
る
（
電
話
受
け
付
け
な
し
）

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
で
契
約
な

ど
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
ス
マ
ホ
の
紛
失
・
盗
難
に
備
え
を
》

見
守
り
新
鮮

情
報
9
月
号

10
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　
　

 

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、「
御
船

相
談
予
約
」
と
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

　

10
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
役
場
２
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

　◇お断り　問い合わ
せ先は各項の末尾です。

↑
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
自
転
車
を
盗
ま
れ
る
被

害
が
継
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
や
お
出
か
け
の
時
な
ど
少
し

で
も
自
転
車
か
ら
離
れ
る
際
は
、
必

ず
自
転
車
に
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
前
年
に
近
い
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も

交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）７月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.7 5 82 0 0 5 1 0 2

H30 累計 38 395 0 0 22 3 0 8

前年比 -4 -19 ± 0 ± 0 ± 0 -3 -1 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.7 12 229 1 0 6 3 0 3

H30 累計 113 1289 8 1 28 16 1 14

前年比 -18 -33 -1 +1 -8 +6 -2 -1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

　警察では、防犯や交通をはじめ、暴力団などに関すること、子どもの非
行や家庭内暴力、ストーカー・ＤＶ、振り込め詐欺といった事件や事故に
関することなど、悩みと不安を感じている方々のご相談に応じています。
　警察安全相談室への相談電話は、プッシュ回線の場合「♯9110」、ダイ
ヤル回線の場合「096-383-9110」へおかけください。
　御船警察署への相談電話は、「096-282-1110」へおかけください。

　警察の窓口での直接相談、電
話での相談どちらでも結構です。
　緊急の事件・事故の場合は、
「♯９１１０」を利用せずに、110
番通報をお願いします。

相談窓口

警察安全相談（警察に対する相談全般） ０９６－３８３－９１１０
犯罪被害者支援室 ０９６－３８１－０１１０（内 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター ０９６－３８６－１０３３
性犯罪被害者の悩み・相談 ０９６－３８４－１２５４　　  0120-8343-81
拳銃・覚せい剤に関する情報・相談 ０９６－３８４－４４４４　　  0120-10-3774
振り込め詐欺相談ホットライン ０９６－３８１－２５６７
肥後っ子テレホン（少年に関する相談） ０９６－３８４－４９７６　　  0120-02-4976
熊本県暴力追放運動推進センター ０９６－３８２－０３３３
運転免許に関する相談 ０９６－２３３－０１１０
日本道路交通情報センター ０５０－３３６９－６６４３
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

アボカドでおいしく健康にアボカドでおいしく健康に
アボカド肉巻き

＜材料＞（２人分）

豚肉薄切り 4 枚

アボカド 1/2 個

小麦粉 適量

　しょうゆ 大さじ 1

　砂糖 大さじ 1

　みりん 大さじ 1

　酒 大さじ 1

　おろししょうが 小さじ 1/2 弱

①  A を混ぜ合わせ、そのタレに豚肉を 7～ 8分漬
けておく。

② アボカドは切って種を取り除き、皮をむいて縦
長に 4等分にカットする。

③ ①の肉を斜めに置いて、②のアボカド全体を包
み込むようにして巻く。

④ 巻き終えた③に、小麦粉をサッとふりかける。

⑤ フライパンにサラダ油を引き、焦げないように
返しながら④を焼く。

⑥ 肉に火が通ったら、残ったタレをフライパンに
入れ、タレを肉に絡ませる。

　（エネルギー 253㌔㌍、食塩相当量 1.3㌘）

嘉島町食生活改善推進員協議会

　アボカドは、まるでバターのように脂肪が多いため別名「森のバター」とも呼
ばれます。個体差はありますが、100㌘中に約19㌘もの脂質を含んでいます。
そのため、大きめのアボカド大玉1個（約250㌘）は約300㌔㌍あります。
　このようにアボカドは高カロリーと思われますが、さまざまなからだに良い成
分も豊富に含んでいます。例えば、ビタミンEは抗酸化作用を持つビタミンの中
でもその働きが強いといわれ、活性酸素が及ぼすさまざまな悪影響を抑えてくれ
るといわれます。

※完熟実の選び方
　色が全体にコゲ茶で、ヘタの回りをごく軽く押したとき、少しやわらかいもの
が食べ頃です。食べ頃の実を買って、その日に食べるのがオススメです。

食育推進シリーズ

豚肉をタレに漬け込むことで、味がしっかりつきます。
薄味がお好みの方は漬け込まず、最後にタレを絡ませるくらいで♪

Ａ
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。
　「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

9 15 土 歌謡発表会 ‒ ‒ ＮＡＫ熊本支部
☎ 096-237-3922

9 16 日 歌謡発表会 ‒ ‒ ＮＡＫ熊本支部
☎ 096-237-3922

9 30 日 トライアングル熊本公演 ‒ 有料 にしきい体操クラブ
☎ 090-9575-6900

10 6 土 第 57 回熊本県童話発表大会 ‒ ‒ 熊本県立図書館
☎ 096-384-5000

10 7 日 弦楽器発表会 ‒ ‒ レトロ・ニューウェーブ
☎ 090-2391-9191

10 14 日 渡辺カラオケ発表会 午前9:20 ～ ‒ 渡辺　広子
☎ 096-282-3221

各種大会等予定 8 月 17日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

9

15 土 第73回熊本県民体育祭特別大会　軟式野球競技 野球場 9：00～ 熊本県体育協会　16日も開催

22 土 第 43回嘉島町ダイヤモンド杯少年野球大会 野球場 9：00～ 嘉島西少年野球クラブ保護者会
23・24日も開催

22 土 2018熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

23 日 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2018九州 競技場 9：00～ 九州サッカー協会

24 月 九州女子サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 九州サッカー協会

10

6 土 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2018九州 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　8日も開催

7 日 第 8回エンペラーカップ 野球場 9：00～ 上野商事　14日も開催

13 土 第 47回熊本学生野球大会寺原杯 野球場 9：00～ 寺原自動車学校　20・28日も開催

14 日 平成 30年度 KFA 第 53回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会
21・28日も開催

21 日 第 3回ダンロップ杯野球大会 野球場 9：00～ ダンロップタイヤ九州㈱

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園
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清　充寿さん
嘉島西小２年

布田　汐里奈さん
嘉島西小２年

　

ぼ
く
は
、
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

本
が
ぜ
ん
ぶ
大
す
き
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
さ
い
し
ょ
に
、
ゾ

ロ
リ
が
う
た
を
う
た
い
ま
す
。

　

一
ば
ん
す
き
な
と
こ
ろ
は
、

ピ
ョ
ン
シ
ー
が
、
出
る
と
こ
ろ
で

　

わ
た
し
が
好
き
な
本
は
、
カ
ボ

ち
ゃ
ん
の
わ
す
れ
も
の
で
す
。
わ

け
は
、
わ
す
れ
も
の
を
し
な
い
よ

う
に
な
る
か
ら
で
す
。
わ
す
れ
も

の
を
し
た
ら
み
ん
な
か
ら
わ
ら
わ

れ
た
り
、
き
ょ
う
か
し
ょ
が
な
い

す
。
ゾ
ロ
リ
が
大
は
つ
め
い
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
ビ
ル
よ
り
も
大

き
く
て
、
中
ご
く
の
キ
ョ
ン
シ
ー

と
い
う
お
ば
け
が
、
モ
デ
ル
に
な

り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
よ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

と
自
分
が
こ
ま
る
と
い
う
こ
と
を

お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

お
と
も
だ
ち
の
や
さ
し
さ
も
か
ん

じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
の

で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
よ
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

 

き
ょ
う
ふ
の
や
か
た
」

「
カ
ボ
ち
ゃ
ん
の

 

わ
す
れ
も
の
」

原
ゆ
た
か
＝
さ
く
・
え

ポ
プ
ラ
社

高
山
栄
子
＝
さ
く

武
田
美
穂
＝
え

理
論
社

できた！ペットボトル風鈴できた！ペットボトル風鈴
　

嘉
島
町
民
会
館
「
図
書
室
」
で
７
月
30
日
、

夏
休
み
親
子
手
づ
く
り
体
験
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
町
教
委
の
呼
び
掛
け
で
参
加
し
た

町
内
の
小
学
生
９
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の

は
涼
を
呼
ぶ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
鈴
作
り
。

　

子
ど
も
た
ち
は
持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
鈴
に
見
立
て
、
実
際
の
音
を
と
る
小
さ
な

鈴
に
つ
る
す
短
冊
に
思
い
思
い
の
図
柄
を
描

い
た
り
、
合
成
樹
脂
の
重
り
に
装
飾
を
施
し

た
り
。
色
鉛
筆
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
筆
記
具

か
ら
日
ご
ろ
使
う
機
会
が
限
ら
れ
る
ペ
ン
チ
、

千
枚
通
し
と
い
っ
た
工
具
ま
で
駆
使
し
、
同

伴
の
保
護
者
や
図
書
室
職
員
と
一
緒
に
そ
れ

ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
風
鈴
を
作
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。 ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し
た
自
作
の

風
鈴
を
手
に
し
た
親
子
手
づ
く
り
体
験

教
室
の
参
加
者
た
ち

町
教
委
主
催

手
作
り
体
験
教
室

図書室から
☎ 237ｰ0058

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

《
9
〜
10
月
の
休
館
日
》

　

9
月
18
、
25
日

　

10
月
1
、
9
、
15
、
22
、
29
日

※
臨
時
休
館
（
蔵
書
点
検
）

　

9
月
11
日
〜
17
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用

で
き
ま
す
。

おすすめ本

盤上の向日葵
 柚木　裕子
守教　上・下
 帚木　蓬生
星の子
 今村　夏子

10年後、君に仕事はあるのか？
 藤原　和博

ななな、ななななな？熊本弁コージ苑
 工事郎

へそとりごろべえ
 赤羽　末吉
ないしょのおともだち
 ビバリー・ドノフリオ /文
 バーバラ・マクリントック /絵
 福本友美子 /訳
2016年 4月熊本地震の現場から
あのとき、そこにきみがいた。
 やじまますみ
キミこそ名探偵！名作ミステリー
 サイドランチ /編
こども　日本の歴史
 齋藤　　孝
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人権問題の正しい理解のために 〔その315〕

　誰もが事件や事故に巻き込まれ、被害者やその家族の立場になる可能性があることを考えていま
すか？
　被害者やその家族は、直接的な被害だけでなく、精神的な被害や治療費の支出などの経済的な被
害を受けるほか、近隣住民など周囲の人々の言動や報道機関による取材および報道により、２次的
被害を受ける場合もあります。
　だからこそ、被害者の現状を理解し、被害者の心に寄り添い、被害者の視点で支えていくことが
大切です。

熊本県犯罪被害者など支援に関する取り組み指針〔2008 策定 2011改定〕
　｢犯罪被害者などの平穏な日常生活への復帰｣ ｢犯罪被害者などを支える社会環境づくり｣ ｢推進体
制の充実｣ を重点的な課題および取り組み方針として、犯罪被害者など支援に関する施策を総合的・
体系的に推進しています。
公益社団法人くまもと被害者支援センター〔2003（2009 公益社団法人へ移行）〕
　熊本県公安委員会が指定する ｢犯罪被害者など早期援助団体｣ として活動しています。
　｢電話・面接相談｣ ｢病院・警察署・検察庁・裁判所などへの付き添いなどの直接支援｣ ｢被害者グ
ループへの支援｣ ｢相談員、支援ボランティアなどの支援者の育成｣ ｢広報・啓発活動｣ などの業務に
取り組んでいます。
性暴力被害者のためのサポートセンター（ゆあさいどくまもと） 〔2015〕
　本人の意思に反する性的な暴力による被害者 (性暴力被害者 )の心身の負担を軽減し、その健康
回復を図るとともに、警察への届け出の促進、被害の潜在化を防止することを目的とした、性暴力被
害者のためのワンストップ支援運動を、産婦人科医療機関、弁護士会、臨床心理士会などの関係機
関団体と協力・連携して進めています。

　犯罪被害者やその家族は、ある日突然不法な行為により生命、身体、財産に危害を受けるだけで
なく、誤った情報や偏見によって精神的に苦しめられることもあります。
直接的被害
　・精神的被害：恐怖心、絶望感など
　・身体的被害：外傷、後遺症など
　・経済的被害：金品、財産の損失など
　・社会的被害：社会的地位や名誉の損失など
２次的被害
　・興味本位のうわさや心ない中傷
　・行き過ぎた取材や事実と異なる報道
　・捜査や裁判の過程での精神的・金銭的負担

これ以上、苦しめないで…　犯罪被害者などの人権

さまざまな
　　　課題

　当事者の立場での支援が大切です

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

○どんな課題がありますか？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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嘉
島
町
童
話
発
表
大
会
が
８
月

10
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、
上

田
彩
葉
さ
ん
と
本
田
夢
菜
さ
ん
＝

い
ず
れ
も
西
小
６
年
＝
が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
１
〜
６
年

生
14
人
が
参
加
。
３
班
に
分
か
れ

た
１
次
審
査
で
１
、
２
年
は
５
分
、

３
〜
６
年
７
分
の
持
ち
時
間
を
使

い
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
本
や
創
作

し
た
物
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

各
班
か
ら
２
人
ず
つ
計
６
人
が

選
抜
さ
れ
、
最
終
審
査
に
臨
み
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

の
上
田
さ
ん
と
本
田
さ
ん
が
町
代

表
と
し
て
上
益
城
郡
大
会
（
９
月

に
山
都
町
で
開
催
）
に
出
場
。

　

審
査
委
員
を
代
表
し
て
柴
田
敏

博
・
元
飯
野
小
校
長
が
「
暗
唱
す

る
の
で
は
な
く
、
間
や
行
間
の
と

り
方
な
ど
工
夫
し
て
語
り
掛
る
よ

う
に
」
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
県
大
会
は
10
月
６

日
に
嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま

す
。

　

優
秀
賞
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

　

田
中
晴
葵
（
東
小
３
年
）
橋
本

夏
未
（
東
小
４
年
）
仲
野
心
結

（
同
）
澤
田
愛
美
（
同
）

教
壇
に
立

ち
、
得
意

の
（
？
）

日
本
語
を

駆
使
し
て

子
ど
も
た

ち
の
英
語

教
育
を
サ

ポ
ー
ト
。

　

感
謝
状

を
受
け
取

っ
た
リ
リ
ー
さ
ん
は
「
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
カ
ナ

ダ
・
ト
ロ
ン
ト
で
は
経
験
で
き
な

い
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
嘉
島
で

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
７

月
末
で
町
で
の
任
期
を
終
え
た
リ

リ
ー
さ
ん
は
８
月
か
ら
熊
本
県
国

際
課
に
勤
務
、
県
内
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
取

り
ま
と
め
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
＝
写
真
。

　

本
誌
連
載
で
も
お
な
じ
み
の
リ

リ
ー
さ
ん
は
熊
本
地
震
直
後
か
ら

嘉
島
中
は
じ
め
嘉
島
東
、
西
の

両
小
、
そ
れ
に
嘉
島
幼
稚
園
の

　

カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
し
、
嘉
島
町

で
２
年
間
に
わ
た
っ
て
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
務
め
た
マ

ク
ダ
ー
モ
ッ
ト
・
リ
リ
ー
さ
ん

（
26
）
に
７
月
27
日
、
荒
木
町
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

　

嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館
）
の
「
サ

ン
ト
リ
ー
文
庫
」
に
８
月
６
日
、
新
た
に

約
千
冊
が
加
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
７
月
の

文
庫
開
設
以
来
、
３
度
目
の
増
冊
で
蔵
書

数
も
２
６
０
０
冊
を
超
え
ま
し
た
。

　

児
童
図
書
か
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ま
で
約

８
０
０
冊
の
配
本
で
ス
タ
ー
ト
し
た
文
庫

は
、
こ
れ
ま
で
に
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な

　

嘉
島
町
の
新
た
な
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
マ
キ
ル
ブ
ラ

イ
ド
・
マ
デ
リ
ン
・
マ
リ
ー
さ

ん
（
21
）
＝
カ
ナ
ダ
出
身
＝
が
８

月
８
日
、
着
任
し
ま
し
た
。
町
教

育
委
員
会
に
採
用
さ
れ
た
マ
デ
リ

ン
さ
ん
は
早
速
、
役
場
に
荒
木
町

長
を
表
敬
し
ま
し
た
。
本
誌
で
は

10
月
号
か
ら
前
任
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ

ト
・
リ
リ
ー
さ
ん
の
「
リ
ビ
ン
グ

　

イ
ン　

嘉
島
」
に
代
わ
り
、
マ

デ
リ
ン
さ
ん
の
新
連
載
「
ハ
ロ
ー

嘉
島
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

上
田
彩
葉

上
田
彩
葉
ささ
んん　

本
田
夢
菜

　

本
田
夢
菜
ささ
んん

町
童
話
発
表
大
会
の
最
優
秀
賞

写
真
上
は
発
表
者
の
皆

さ
ん
。
同
下
右
は
上
田

彩
葉
さ
ん
、
同
下
左
は

本
田
夢
菜
さ
ん

町の新ＡＬＴ
マデリンさん

リ
リ
ー
先
生
、
あ
り
が
と
う

リ
リ
ー
先
生
、
あ
り
が
と
う

  

マ
デ
リ
ン
先
生
着
任

マ
デ
リ
ン
先
生
着
任

        

町
の
新
た
な
Ａ
Ｌ
Ｔ 

町
か
ら

町
か
ら

感
謝
状

感
謝
状

町
図
書
室「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」

ど
８
０
０
冊
余
り
増
冊
。
今
回
も
各
種
新

刊
を
中
心
に
充
実
し
た
取
り
そ
ろ
え
と
な

り
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
北
甘
木
の
九

州
熊
本
工
場
が
熊
本
地
震
か
ら
完
全
復
旧

を
果
た
し
た
の
を
機
に
、
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
で
町
に
浄
財
を
預
託
。
町
は
将
来

を
担
っ
て
い
く
人
材
育
成
の
一
助
に
文
庫

を
開
設
し
、
蔵
書
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

ますます充実ますます充実
蔵書２６００冊超す蔵書２６００冊超す
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岩永　美泉（ミエ子）
（上島）

津出　洋子さん（北甘木）
福本　シズ子さん（井寺）

涼
々
と
流
れ
る
水
の
勢
い
は
稲
の
命
の
源
な
り 

大
塚
シ
ズ
子

塀
だ
け
が
少
し
残
れ
る
寮
の
跡
共
に
過
ご
し
し
友
と
訪
ぬ
る 

川
原　

涼
子

客
席
に
万
の
白
蝶
い
る
ご
と
く
大
相
撲
名
古
屋
場
所
う
ち
わ
ひ
ら
め
く 

北
澤
喜
美
子 

新
参
の
電
子
レ
ン
ジ
が
温
も
る
を
告
げ
て
鳴
る
音
遠
慮
深
げ
に 

工
藤　

明
子

赤
旗
の
色
は
か
く
や
か
朱
燃
ゆ
る
平
家
の
里
の
ど
う
だ
ん
躑
躅 

栗
﨑　

房
子

俎
板
に
光
ひ
と
す
じ
差
す
朝
に
一
番
捥
ぎ
の
キ
ュ
ウ
リ
を
刻
む 

栗
﨑　

廉
子

明
日
も
ま
た
今
日
の
続
き
の
あ
る
も
の
と
着
て
行
く
服
の
準
備
を
し
お
り 

境　
　

益
代

丈
高
き
百
合
の
つ
ぼ
み
の
先
端
に
空
蝉
ひ
と
つ
し
が
み
つ
き
を
り 

津
出
ト
ヨ
子

芳
し
き
青
梅
撫
で
て
ヘ
タ
を
取
る
横
に
二
本
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー 

冨
永　

照
代

つ
か
の
間
の
や
す
ら
ぎ
求
め
天
の
川
彦
星
さ
が
す
至
福
の
時
間 

西
岡　

幸
止

田
植
機
の
落
し
た
ド
ロ
の
続
く
道
家
族
総
出
の
梅
雨
の
日
曜
日 

橋
本
ユ
キ
子

梅
雨
寒
に
母
の
箪
笥
に
加
え
お
く
レ
モ
ン
色
し
た
綿
の
セ
ー
タ
ー 

本
住　

晴
美

母
と
来
し
友
と
語
り
し
花
し
ょ
う
ぶ
高
瀬
裏
川
今
年
も
巡
る 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化
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意

輪

８月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会、課長会議　・熊本日日新聞取材応対
２日 ・熊本県健康福祉政策課長来庁応対
 ・熊本県河川課来庁応対
 ・合志市長来庁応対
３日 ・熊本大学学長面会
 ・くまもと水土里ネット女性の会設立総会
４日 ・松本照彦氏旭日双光章受章祝賀会
 ・水の郷まつり
６日 ・水の郷まつり御礼訪問
 ・熊本県企画振興部長来庁応対
７日 ・課長会議　・上益城消防組合管理者会議、議会
８日 ・くまもと経済取材応対
 ・熊本県河川海岸防災協会総会　・ALT応対
９日 ・国道266号整備促進期成会総会
10日 ・イオン熊本店長来庁応対
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
11日 ・かしま広域農場総会
13日 ・課長会議
 ・熊本県国際スポーツ大会推進課来庁応対
14日 ・上京（～15日まで）
15日 ・戦没者追悼式

16日 ・嘉島町都市計画審議会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
17日 ・井寺消防団県大会出場激励
20日 ・上京（～22日まで）　・熊本県町村会役員研修
21日 ・熊本県町村会役員研修
22日 ・熊本県町村会役員研修
23日 ・課長会議　・決算審査報告
 ・地方公共団体金融機構理事長来庁応対
24日 ・東京2020オリンピック聖火リレー熊本県実行委員会
25日 ・イオン九州熊本台湾フェアセレモニー
27日 ・課長会議　・悠優かしま理事長来庁応対
 ・熊本県都市計画課来庁応対
 ・熊本県副市町村長研修会
29日 ・上益城広域連合正副連合長会議、議会
 ・嘉島町国保運営協議会　
 ・ 第3回熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会

町長会議
30日 ・芝原土地区画整理事業評価委員会
31日 ・2018年度「味覚の一週間」記者発表会

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

岩
永　

美
千
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

則
貞　

様　

　

民
門　

道
雄　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

武
士　

様

　

田
上　

登　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

末
義　

様

　

吉
本　

博
之　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

説
子　

様

　

中
嶋　

敏
夫　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

又
喜　

様

　

下
田　

美
千
代　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

英
雄　

様

　

森
井　

な
つ
み　

様（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

輝
久　

様

　
　
　
　
　
　

８
月
16
日
現
在

　

震
災
相
談
窓
口

　

震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小

会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

広
く
西
日
本
各
地
を
襲
っ
た
豪
雨
か
ら
２
カ
月
。

甚
大
な
被
害
報
道
の
直
後
か
ら
現
地
に
入
り
、
広

島
、
岡
山
、
愛
媛
の
各
県
町
村
会
は
じ
め
被
災
自

治
体
を
見
舞
う
と
と
も
に
、
視
察
を
通
し
て
後
を

絶
た
な
い
大
規
模
災
害
の
救
援
・
支
援
の
在
り
方

を
探
っ
て
い
ま
す
。

現
場
を
訪
ね
て
み
て
気
づ
き
、
学
ば
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
本
地
震
と
被
災
状

況
の
違
い
、
窮
状
ぶ
り
な
ど
自
治
体
間
の
落
差
は

驚
く
ば
か
り
。
恐
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
当
地
感
情
、

住
民
気
質
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

前
後
し
て
招
か
れ
た
福
島
県
の
「
相
馬
野
馬

追
」
を
目
の
当
た
り
に
し
、
５
０
０
余
騎
の
馬
群

が
繰
り
広
げ
る
戦
国
絵
巻
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
も
即
刻
、
地
元
住
民
は
立
ち
上

が
っ
て
「
こ
の
祭
り
だ
け
は
守
り
継
が
ね
ば
」
と

一
致
結
束
。

わ
が
嘉
島
の
夏
の
「
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
」

も
年
々
勢
い
を
得
て
い
き
ま
す
。　
（
９
月
３
日
）

多くの人出でにぎわった８月４日の「水の郷
まつり」。司会は大田黒浩一さん

東京・日本武道館で８月 15日に開かれた政
府主催の全国戦没者追悼式に臨んだ荒木町長。
福田康夫、鳩山由紀夫など歴代首相らと共に
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嘉島町の人口動態
平成30年８ 月31日現在

（前月比）

人   口 9,379 人　

　男　　 4,578 人　

　女　　 4,801 人

世帯数　 3,551 世帯　（＋11）

　

わ
が
町
の
夏
の
風
物
詩
「
水
の
郷

（
さ
と
）
ま
つ
り
」
は
、
会
場
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ

ア
屋
上
駐
車
場
に
移
し
、
盛
大
に
開

催
。
毎
年
、
花
火
直
前
ま
で
ス
テ
ー

ジ
を
撮
影
し
、
機
材
を
抱
え
、
大
急

ぎ
で
屋
上
の
花
火
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に

移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
移

動
も
少
な
く
撮
影
で
き
ま
し
た
。
結

果
は…

。　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　（＋ 9）

　（＋12）

　（＋21）

　

嘉
島
西
小
学
童
保
育
「
お
お
く

す
」
で
7
月
27
日
、
手
話
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。
１
〜
５
年
生
87

人
が
講
師
ら
町
手
話
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
の
指
導
で
手
話
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。

　

こ
れ
ま
で
も
夏
休
み
に
手
話
を

学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
児
童
た
ち
は

手
慣
れ
た
様
子
で「
お
は
よ
う
」「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、「
さ
ん
ぽ
」「
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
」
な
ど
を
手
話
つ
き
で

元
気
よ
く
歌
い
、「
歌
い
な
が
ら
や

る
と
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

手
話
　
元
気
よ
く

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

永
野
　
暖
真（
は
る
ま
）
く
ん

平
成
30
年
３
月
15
日
生

じいちゃん、おばあ、いつもありがとう！

中山　桂吾（けいご）くん　２歳

平成29年12月14日生
　　　愛理（あいり）ちゃん

「キャンディ」
宮地　環さん（嘉島東小２年）

ご両親：中山　大吾さん、恵理さん（上仲間）
生まれてきてくれてありがとう☆

ご両親：永野　勝己さん、留美さん（北甘木）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画


